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このことはとりわけ ｢倫理教育｣に関して重要な帰結をもつ｡倫理を ｢教乱 し､倫理
性を伝達することができるのは､r倫理的天才｣と呼ぶべき人物以外にない｡彼がその場
にいるだけで､周蹄の人間が自然に影響を受け､自身の r良い意志｣を促進する｡そのよ
ぅな人物は確かにいる｡ただし､いわゆる r倫理的｣人格者というのではない｡愛や尊敬
の対象は､空虚な r倫理｣ではなく･あくまでも生きた人間だからである｡ある人物を愛
したり､尊敬したりするのは理性的判断に基づいてそうするのはなく･人間的交渉の中で
理由なくはぐくまれるのである｡倫理性は人格をモデルとして･人格を介してのみ伝達さ
れ得る｡そして彼が伝えるべきことは､彼と教え子の間に成立している人格的関係を別の
他人､例えば消費者 ･顧客にまで拡大すること､カントにならえば･彼らを ｢人格｣とし
て扱うこと､である｡
教育科目としての工学倫理における倫理学者の役割臥 倫理教育を実践することではな
い (おそらくそれは一般に不可能である)｡そうではなく彼の役割は､ここでもその倫理
支援環境を整備し､｢倫理的天才｣を支援すること､要するに倫理教育を補助することで
ぁる｡私はこれを悲観的展望とは思わない｡倫理教育はともかく可能だと私は信じるから
である｡
8情報公開や監査制度､さらにそれらの r#軌 というべき､説明斉任が今後の社会においてます
ます重要なものとなるべきなのはもちろんである｡
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